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市税の納付は
口座振替が便利です
　市税の納付には、期限内
に自動引き落としとなる口座
振替が便利で確実です。
　希望者は市役所、金融機
関などへ預金通帳と届出印
を持参し、申し込みください。

▲棟札（左）と旧小見川農商銀行本店（右）

　
「
後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
」

と
「
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ
」。

こ
の
2
つ
の
タ
イ
ト
ル
を
比
べ
た

と
き
に
、
ど
ち
ら
が
伝
わ
る
文
章

と
思
い
ま
す
か
。
正
解
は
「
75
歳

以
上
の
皆
さ
ん
へ
」
で
、
理
由
は

「
後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
」
だ

と
、「
後
期
高
齢
者
＝
75
歳
以
上

の
人
」
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い

人
に
は
伝
わ
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

正
し
い
文
章
よ
り
「
伝
わ
る
文

章
」
に
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、

先
月
、
広
報
広
聴
研
修
（
研
修
期

間
11
日
間
）
で
、
全
国
各
地
の
広

報
担
当
の
皆
さ
ん
と
共
に
学
ん
で

き
ま
し
た
。

　

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
、
読
ん
で

も
ら
え
る
広
報
紙
づ
く
り
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
Ｓ
）

古
び
た
る
整
備
工
場
の
一
角
よ
り
声
り
ん
り
ん
と
朝

礼
ひ
び
く 

長
嶋　

理
子
（
高
萩
）

北
の
風
捉
え
た
る
ら
し
空
高
く
鳶
は
弧
を
描
き
一
声

啼
き
ぬ 

鈴
木　

一
満
（
八
筋
川
）

畦
を
焼
く
煙
り
た
だ
よ
ふ
野
の
ほ
と
り
い
づ
く
と
も

な
く
人
の
声
せ
り 

山
本　

美
津
江
（
阿
玉
台
）

田
の
面
の
薄
ら
氷ひ

に
さ
す
朝
の
陽
の
き
ら
き
ら
流
れ

風
か
見
え
た
り 

篠
塚　

み
の
り
（
小
見
川
）

産う
ぶ

土す
な

の
元
旦
祭
の
篝か
が
り

火び

に
集
え
る
人
ら
の
笑
顔
が
映

え
る 

繪
鳩　

昌
之
（
府
馬
）

寒
の
朝
の
宮
の
石
段
の
ぼ
る
折
し
じ
ま
を
破
り
百
舌

の
高
鳴
く 

伊
藤　

か
つ
江
（
津
宮
）

評
・
寒
の
早
朝
の
お
宮
の
境
内
。
静
寂
で
引
き
締
ま
っ
た
空
気
を
破
る

百
舌
の
一
声
は
辺
り
を
一
層
森
閑
と
さ
せ
る
。
そ
の
冷
然
と
し
た
一
瞬

を
捉
え
た
。
長
嶋
さ
ん
も
朝
の
緊
張
と
活
力
を
力
強
く
表
出
し
た
。

水
郷
に
不
滅
の
唄
や
枯
す
す
き

 

奥
村　

利
夫
（
一
ノ
分
目
）

節
分
や
八
十
歳
の
声
を
出
し

 

髙
木　

久
英
（
府
馬
）

粒
ほ
ど
に
元
旦
の
富
士
見
へ
て
を
り

 

関　

い
さ
お
（
三
島
）

利
根
川
の
渡
船
場
跡
や
鳥
雲
に

 

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

待
ち
わ
び
て
春
に
芽
生
ゆ
る
い
ぶ
き
館

 

小
松
原　

忠
（
府
馬
）

成
人
の
日
や
一
日
を
野
良
着
に
て

 

太
田　

正
彦
（
富
田
）

評
・
不
滅
の
唄
、
枯
す
す
き
、
と
言
え
ば
野
口
雨
情
作
詩
の
「
船
頭
小

唄
」
を
思
う
。
曲
を
聴
い
て
い
る
と
哀
調
に
満
ち
た
曲
だ
が
唄
っ
て
み

る
と
反
対
に
大
い
に
癒
さ
れ
て
し
ま
う
。
不
滅
の
名
曲
で
あ
る
。

　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら

か
と
、本
名
、住
所
、電
話
番
号
を
記
入
し
、〒
2
8
7

‐
8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短

歌
」の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、

翌
月
号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ

り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

文
芸
作品募集

香
取
歌
壇
稲
村　

恒
次
選

香
取
俳
壇
増
田　

斗
志
選
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「
小
見
川
農
商
銀
行
」

戦
前
に
は
数
少
な
い

優
良
地
方
銀
行

　

戦
前
の
日
本
に
は
、
今
よ
り
は

る
か
に
た
く
さ
ん
の
地
方
銀
行
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の

名
前
に
地
名
を
冠
し
、
地
域
に
密

接
し
た
営
業
を
行
っ
て
、
ま
さ
し

く
地
域
の
経
済
を
支
え
る
代
表
的

な
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

ひ
と
つ
が
、
か
つ
て
小
見
川
町
に

本
店
を
置
い
て
経
営
を
行
っ
て
い

た
、
小
見
川
農
商
銀
行
で
す
。

　

小
見
川
農
商
銀
行
は
、
明
治
31

年
（
1
8
9
8
）
3
月
22
日
に
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
設
立
者
と

な
っ
た
の
は
、
小
見
川
町
や
、
府

馬
村
、
八
都
村
（
山
田
地
区
）
に

住
む
廻
船
問
屋
・
商
人
・
地
主
な

ど
、
そ
の
当
時
の
地
元
の
有
力
者

た
ち
で
し
た
。
小
見
川
農
商
銀
行

の
預
金
者
に
は
、
利
根
川
の
対
岸
、

茨
城
県
側
の
住
民
も
多
く
、
設
立

直
後
か
ら
急
速
に
預
金
額
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

設
立
か
ら
約
2
年
後
、
不
景
気

（
恐
慌
）
に
よ
っ
て
、
存
続
の
危

機
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
経
営

者
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
の

苦
境
を
乗
り
越
え
ま
す
。
こ
れ
以

後
、
無
理
な
貸
し
出
し
や
支
店
の

拡
張
を
行
わ
ず
、
着
実
に
預
金
量

を
増
や
し
て
い
っ
た
小
見
川
農
商

銀
行
は
、
預
金
額
が
貸
付
金
額
を

上
回
る
、
当
時
の
地
方
銀
行
と
し

て
は
珍
し
い
堅
実
な
経
営
を
行
い

ま
す
。
関
東
大
震
災
や
昭
和
の
金

融
恐
慌
な
ど
、
他
の
銀
行
が
休
業

や
取
り
付
け
騒
ぎ
に
陥
る
中
で
も

順
調
に
経
営
を
続
け
た
結
果
、
県

内
の
有
力
か
つ
優
良
な
中
堅
銀
行

と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
戦
前
の
数
あ
る
地
方

銀
行
の
な
か
で
、
独
自
の
、
そ

し
て
輝
か
し
い
足
跡
を
刻
ん
だ

小
見
川
農
商
銀
行
は
、
地
方
銀

行
の
統
合
を
進
め
る
国
策
の
下

で
、
千
葉
合
同
銀
行
・
第
九
十
八

銀
行
と
合
併
を
行
い
、
昭
和
18
年

（
1
9
4
3
）
に
現
在
の
千
葉
銀

行
と
な
り
ま
す
。
本
年
2
0
1
3

年
3
月
31
日
は
、
そ
れ
か
ら
ち
ょ

う
ど
70
年
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

伊
能
忠
敬
記
念
館
☎
(54)
1
1
1
8

「水の郷さわら」「水の郷さわら」
3周年大感謝祭3周年大感謝祭

　親子で楽しめる企画が盛りだくさんです。
■期日　3月23日㈯・24日㈰
■場所　道の駅・川の駅「水の郷さわら」
■内容
道の駅の催し物
　ガラポン大抽選会、お米すくい取り、さ
つまいも品種当てクイズ、木札制作販売、
創業祭感謝花くじ、お雑煮など
川の駅の催し物
　水辺コンサート、モーターボート体験乗
船、ポニー引き馬体験、展示コーナー
問道の駅　水の郷さわら ☎(50)1183
川の駅　水の郷さわら ☎(52)1138

市民のひろば平成25年3月15日 8広報かとり
広報かとりは再生紙を使用しています


